
■富士見周辺地区整備基本計画（平成２０（2008）年３月） 

 富士見周辺地区整備基本計画における教育文化会館の位置付け 

■川崎区における市民館機能のあり方について（平成３０（2018）年３月） 

川崎市教育文化会館及び川崎市立労働会館の再編整備に関する基本構想【概要】

① 教育文化会館の老朽化 
② 川崎市スポーツ・文化総合センター（カルッツかわさき）の開館と 
教育文化会館大ホールの閉鎖 

③ 富士見中学校の生徒数の増加 
④ 川崎区役所移転の緊急性が低下 
⑤ 県立川崎図書館の移転

1) 教育文化会館は、建物及び設備の老朽化が著しく

早急に対応を図る必要がある。 

2) 市民の多種多様な学びの場として、川崎区における

市民館機能を維持する必要がある。 

3) 川崎区役所移転の緊急性の低下により、区役所と

の複合化での整備について見直す状況にある。 

4) 教育文化会館の周辺に、市民館として移転活用の

検討ができる既存施設があり、既存施設の活用

は、単独での改築より経費の節減が可能で効率的

である。また、継続的な市民利用が可能となる。 

5) 現位置での改築でなく移転することにより、その

跡地について、教育委員会として長年の懸案であ

る富士見中学校の教育環境の向上に活用する検

討が可能となる。 

基本構想策定に市民

意見を反映させるため、

全４回の意見交換会（ワ

ークショップ）及び市民

参加イベント時の利用

者からの意見募集を行

いました。意見交換会に

は公募市民３９人が参

加し、検討テーマに沿っ

て、活発な意見交換が行

われました。

■市民意見の把握

教育文化会館及び県立川崎図書館敷地に市民館機能と川崎区役所機能の複合化を想定

方向性見直しのポイント

これまでの経緯

川崎区における市民館機能は、現
位置での改築ではなく、既存施設
への移転により再整備を図る。
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【これまでの検討経緯と今年度の目標を共有する】
第１回ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
H30/8/4

【新市民館・労働会館の使い方を考える】

『かわさき区子育てフェスタ』（教育文化会館） 
『川崎区 文化芸能祭』（カルッツかわさき）

【新市民館・労働会館の施設整備イメージを作成する】 

【新市民館・労働会館のイメージを取りまとめる】

第２回ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
H30/9/1

イベント 
H30/9/8，9/9

第３回ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
H30/9/22

第４回ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
H30/10/20

事
業
を

取
り
巻
く

状
況
の
変
化

川崎区における市民館の再整備
にあたっては、労働会館の一部を
改修し、労働会館内に移転する。

参考資料 
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働く市民や労働組合等の諸団体が、憩い、語らい、学びあい、その健全なる発達を図るとともに、労

働者のための福利厚生の施設を設け、その勤労意欲の向上に資することを目的として設置されました。 

5 階 健康管理室、労働資料室、書庫、閲覧室、労働

団体事務室、打合せ室、同時通訳室、放送室、

ロッカー 

4 階 特別会議室、控室、会議室、倉庫 

3 階 茶室、華道和裁教室、洋裁手芸教室、工芸教室、

音楽室、研修室、調光調整室、映写室、放送室、

準備室、管理事務室、倉庫 

2 階 交流室、楽屋、シャワー室、倉庫 

1 階 ホール舞台、ホール客席、ホール事務所、楽屋、

和室、レストラン、売店、受付事務所、防災セ

ンター、ロビー、配膳室 

市民の教育及び文化の振興並びに福祉の推進に寄与することを目的とし、川崎区における社会教育及

び生涯学習の拠点として設置されました。 

6 階 控室、講師控室、倉庫、大会議室 

5 階 学習室、実習室、茶華道教室、映写室、 

視聴覚教室、料理教室 

4 階 学習室、美術工芸室、交流室 

3 階 大ホール客席、児童室、ロビー、会議室 

2 階 大ホール客席、舞台、ロビー、談話室、会議室、

ピアノ庫 

1 階 受付・事務室、情報コーナー、ロビー、市民ギ

ャラリー、イベントホール、市民活動コーナー、

リハーサル室、楽屋、オーケストラピット 

≪ 各室の利用率 ≫ ≪ フロア構成 ≫ 

労働会館概況

地上 6階、地下 1階（地階は機械室等）の建物です。

大ホールは、カルッツかわさきへ移転したため、平

成 30 年（2018）3 月に閉鎖しています。市民の学

習や活動の支援、社会教育及び生涯学習に関する団

体等の育成などを行うとともに、市民のまちづくり

力の向上に向けた様々な事業を実施しています。 
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≪ フロア構成 ≫ ≪ 各室の利用率 ≫ 
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地上 5階、地下 1 階（地階は機械室や厨房等）の建

物です。1 階には 762 人収容のホールがあり、2 階

の交流室は懇親会等での利用が可能です。3 階には

教養室、4階には大小会議室があり、5階には労働に

関する資料等を約 47,000 点所蔵した労働資料室な

どがあります。 
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■整備理念

■再編整備の概要

川崎区の市民館（以下「（仮称）川崎市民館」という。）については、労働会館の１階から３階に移転

し、移転後も継続して社会教育振興事業を実施するとともに、現在の利用状況等を踏まえて、市民の多

種多様な学びや活動に必要な会議室及び教養室（音楽室、実習室、視聴覚室等の総称）等を設置します。 

労働会館については、社会情勢や労働者を取り巻く環境の変化、現在の利用状況等を踏まえて、ホー

ル及び４階・５階に労働会館として必要な諸室を設置します。 

【 労働会館 】 
＊昭和 56（1981）年 竣工 
＊延床面積 9,645 ㎡

【 教育文化会館 】 
＊昭和 42（1967）年 竣工 
＊延床面積 15,137 ㎡

労働会館を改修し 
同一建物内へ整備

再編整備の方向性

労働会館を改修し 
同一建物内へ整備 

４

みんなが気軽に利用しやすい 活動と交流の拠点づくり

※ 「（仮称）川崎市民館」と「労働会館」
が入る建物を、「（仮称）川崎市民館・
労働会館」と称します。 

移転に際しては、施設利用の活性化やスペースの

有効活用のため、類似諸室の相互利用や共用施設

の有効活用を図ります。

（仮称） 
川崎市民館

労働会館 

■再編整備のねらい

◆川崎区の生涯学習施設である（仮称）川崎市民館を労働者の福利厚生施設である労働会館内に移転さ

せることで、各施設の利用者にとって、新たな活動を始めるきっかけや利用者相互の新たな交流の促

進、利用者の活動が活性化することなどが期待されます。 

◆両施設が集約されることで、午前・午後・夜間の幅広い時間帯で、より多くの利用者の来館が見込ま

れます。人が多く集まることによる施設の賑わいや楽しさが生まれ、各館のそれぞれの魅力が増すと

ともに、周辺のまちづくりにおいても、こうした拠点施設が、川崎区内や富士見公園における地域・

地区の核としての役割を担うことも期待されます。 

◆利用率などの状況を踏まえ、必要となる諸室の再配置を行うことで、利便性の向上や市民ニーズに合

った施設の最適化が図られるため、施設利用の促進につながるほか、施設の共通化などによる経費の

縮減を図ることが見込まれます。 

１つの建物に２つの機能が入ることによって、今までよりも多様な人々が様々な目的で（仮称）川

崎市民館・労働会館を利用することが想定されるため、多くの方が、快適に施設を使えるよう整備を

行うことが重要です。 

また、 

・いつでも誰でも立ち寄りたくなるような、気軽で利用しやすい 

・生涯学習活動、企業・労働組合活動、市民活動等、様々な活動を展開できる 

・利用者同士がいつでも交流できる 

施設であることによって、館全体を活用して様々な活動が活性化することを目指します。 

（仮称）川崎市民館・労働会館 ※  
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■基本的考え方

■必要となる諸室・共用施設

≪共用施設の再編整備の考え方≫ 

「基本的考え方」で示した視点１から視点５を踏まえ、両施設別々よりも施設全体として整備す

るほうが、より大きな効果が期待できるものを中心に「共用施設」として位置付けます。 

主な共用施設とその考え方は、次のとおりです。 

◆受付・管理事務所  

（仮称）川崎市民館・労働会館の建物全体の受付・施設管理機能の集約化を図り、事務スペー

スを１階入口付近に設置します。 

◆フリースペース 

利用者が気軽に飲食、休憩、歓談等に利用できる場や、展示や演奏・発表などに使える開放空

間のイベントスペースとして、１階の広場の一部をフリースペースとして活用します。 

◆トイレ 

洋式化や子ども用トイレの設置、オムツ交換台の拡充、オストメイト設備・簡易ベッドの設置

など、ユニバーサルデザインに配慮した整備を行います。 

◆売店・飲食スペース 

ニーズや採算性、限られたスペースの有効活用等を踏まえた上で、売店等による物品販売形式

を中心としたサービス提供を検討します。 

◆学習活動等の促進機能を有するスペース 

学習活動等に使用する備品等を保管するロッカー（倉庫）の設置を検討します。また、市民活

動の促進のため、簡単な打合せや印刷作業を行うことができるスペースの設置を検討します。 

整備の視点 基本的考え方

利用者の新たな活動を始めるきっかけづくりに寄与すると

ともに、利用者相互の新たな交流促進を図っていきます。 

施設全体におけるユニバーサルデザインに配慮するととも
に、明るく開放感のある施設を目指します。 

スペースを有効に使うことで、必要となる諸室の再検討や類
似諸室の相互利用、共用施設の活用を図ります。 

市民や利用者の活動が活性化するよう、多様な活動を支える
「場」となるよう取組を行っていきます。 

市民館と労働会館が同一建物

内にあるメリットを生かす 

市民が気軽に心地よく利用で

きる施設とする 

限られたスペースを有効に

使う 

様々な活動を行いやすくする 

制度やルールなどは可能な限り統一化するなど、わかりやく
使いやすい施設運営を目指します。 

施設をスムーズに運営する 

視点 1

視点 2

視点 3

視点 4

視点 5

現在の教育文化会館や労働会館の施設構成や利用状況を踏まえた上で、再編整備の概要、整備理念、

基本的考え方に基づき、（仮称）川崎市民館・労働会館において必要となる諸室・共用施設やその考

え方等について整理をします。 

4



会議室 
（６室程度）

実習室 

和室 

視聴覚室 

音楽室 

料理室 

体育室 

児童室 

ギャラリー 

ホール
●カルッツかわさき大ホール（2,013 席）へ機能移転 

児童室 

ギャラリー

大会議室 
定員 300 人 

会議室（７）
定員24～52人 

談話室 
定員 16人 

●児童室は、子育て世代を対象とした社会教育振興事業や子育て中
の市民等も生涯学習活動等を行えるよう設置されています。こうし
た多様な学びの場に加え、子育て中の労働者による児童室の利用な
ど、労働会館利用者の新たな活動が期待されるため、引き続き保育
を目的とする児童室を設置します。 

●ギャラリーは、市民の学習成果の発表の場として設置されていま
す。多様な学びの場を確保するため、引き続きギャラリーを設置し
ます。 

学習室（６）
定員24～42人

実習室 

美術工芸室 

茶華道教室 

視聴覚教室 

料理教室 

教養室

●大会議室の利用目的は、ダンス・健康体操等が 47％、会議・講
演等が34％、演奏・合唱等が 14％となっており、再編整備後も、
軽運動、多人数での会合、音楽活動が可能な室の設置が必要です。
（仮称）川崎市民館・労働会館内に教育文化会館と同規模の大会議
室は構造上設置できませんが、再編整備後の継続した利用を考慮
し、新たにダンスなどのシューズ履きの運動に対応できる体育室、
防音性能を有する音楽室を設置し、また、講演等については労働会
館のホールの活用を想定します。さらに、カルッツかわさきのアク
トスタジオ（約 200席）など近隣施設の利用も想定します。 

●会議室・談話室・学習室は 14 室あり、主に会議・講演会等に利
用されていますが、利用率の低い室が多く効率的な室数ではないこ
と、また、他区市民館の会議室設置数が 4～8 室であることなどを
勘案し、再編整備後は、２０～４０人程度で利用する会議室を４室
程度、４０～１００人程度で利用する会議室を２室程度の設置を検
討します。 

●学習室のうち第４学習室については、履物を脱いで利用するた
め、会議のほかに、ヨーガ・太極拳、着付などで利用されています。
軽運動については、体育室を設置して対応し、履物を脱ぐ利用全般
については、和室等の活用を想定します。 

●実習室・美術工芸室の利用率は、15％前後と低く、また、主な利
用目的は、ともに工作、美術等であることから、両室を統合し、工
作、美術、洋裁等での利用を主な目的とする実習室を設置します。

●茶華道教室は、茶道、洋裁・和裁、会議等に利用されています。
多様な学びの場を確保するため、引き続き茶道や洋裁・和裁など畳
敷きの部屋での活動を主な目的とする和室を設置します。 

●視聴覚教室の利用目的は、演奏・合唱・歌が 56％、音楽鑑賞が
10％となっています。利用率が約 40％程度であること、音楽活動
の利用が多いことから、視聴覚機材を活用した利用を主な目的とす
る視聴覚室と、音楽活動を主な目的とする音楽室を設置します。 

●料理教室は、多様な学びの場を確保するため、引き続き料理など
厨房機器を使用した活動を主な目的とする料理室を設置します。

教育文化会館 再編整備の考え方 

会議室

その他

（仮称） 

川崎市民館

●現在は展示スペースとして活用していますが、利用率（約 30％）
を勘案し、ギャラリー（利用率約35％）へ統合します。

イベントホール

※（仮称）川崎市民館における各室名は仮称
※統計は、平成２９（2017）年度 
※室名の後ろの（ ）内の数字は、室数

≪諸室の再編整備の考え方≫

定員1961人
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ホール 

楽屋（５） 

リハーサル室

特別会議室 
（引き続き検討）

交流室・研修室
（あわせて５室

程度を想定）

健康学習室 

労働資料室 
（引き続き検討）

労働関連 
事務室 

特別会議室 
定員 56人 

会議室（５）
定員10～100人

研修室（３）
定員40人

交流室（６）
定員20～110人

●特別会議室は、企業の役員会や労働組合の総会などの会議・会
合の開催を目的として設置されています。利用目的は、約 85％が
会議・講演・学習会となっていますが、利用率は 6.7％と低いこと
から、高天井や防音設備など、既存の充実した設備を生かしなが
ら、レセプションやミニコンサートなど多目的な利用方法を含め
て引き続き検討を行います。 

●会議室・研修室の利用目的は、会議・講演・学習会がほぼ 100％
で、利用率は約40％です。また、交流室については、懇親会や控
室としての利用が主となっていますが、利用率が 9.7％と低い状況
です。そのため、こうした各室の機能を統合し、会議や研修等の
学習機能と懇親会等の交流機能をあわせた交流室・研修室を設置
します。規模や室数については、（仮称）川崎市民館の会議室等と
の役割分担や利用率を考慮して検討します。

会議室

●音楽室は、ダンス、健康体操、演奏・合奏等で利用されていま
す。ホール利用時のリハーサル室の役割を担うとともに、単独で
の利用も可能なリハーサル室を設置します。

●工芸教室・洋裁手芸教室・茶室・華道和裁教室・和室は、各室
の特徴に応じた文化教養活動を中心に利用されていますが、利用
率は 10％前後で、工芸教室・和室は約 30～40％となっています。
こうした利用率を踏まえ、文化教養に関する利用については、学
習機能と交流機能をあわせた交流室・研修室や、同様の目的で利
用可能な（仮称）川崎市民館の教養室の利用を想定します。

●健康管理室は、ダンス、日本舞踊、健康体操等で利用されてい
て、利用率は約 40％となっています。利用率が一定程度あること
から、引き続き労働者等の健康維持・増進のために健康学習室を
設置します。 

音楽室 

工芸教室 

洋裁手芸教室

茶室 

華道和裁教室

和室（２） 

健康管理室 

●労働資料室は、労働者の福祉の向上を図る調査・研究・学習を
目的として設置しています。これまでの利用状況等を踏まえて、 
機能に見合ったスペースの最適化を図り、より効果的な活用につ
いて検討します。 

●労働関連事務室については、労働会館の設置目的である労働組
合の健全な発達を図るため、労働者及び労働団体の連携推進の拠
点として、引き続き施設内に設置します。

教養室

労働資料室 

労働関連 
事務室

その他

現・労働会館 再編整備の考え方 

ホール 
定員 762 人 

楽屋（５） 

ホール ●ホールの利用状況は、講演・学習会、演奏・合唱、日本舞踊等
となっています。企業や労働団体による講演会・総会等での利用
に加えて、カルッツかわさき（大ホール 2,013 席、アクトスタジ
オ（音楽・演劇ホール）約 200 席）との役割分担により、サーク
ルの発表会、学校の演奏会、地域イベントなど市民による幅広い
利用が見込まれるとともに、教育文化会館の大会議室の役割を一
部担うことも想定し、引き続きホールを設置します。 

●ホールの補完機能として、引き続き楽屋を設けます。さらに、
現在、音楽室がホール利用時のリハーサル室の役割を担っている
ことから、新たにリハーサル室として整備し、リハーサルでの利
用がない場合は、音楽や軽運動を中心とした単独での利用ができ
るものとします。 

※再編整備後の労働会館における各室名は仮称
※統計は、平成２９（2017）年度 
※室名の後ろの（ ）内の数字は、室数

再編整備後の

労働会館 
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■配置の考え方

会議室 

ロビー 

※平図面に入っている室名は現況のものであり、新たな配置計画を示すものではありません。 

１階 市民が自由に利用でき、イベントにも
活用できるフリースペース・ホールフロア

ロ

受付・管理
事務所 

メイン 

エント

ランス

サブ 

エント

ランス

１階は、受付、吹き抜けのある広場との一体
的利用も可能なフリースペースやギャラリ
ースペース、総会や講演会・発表会等を行え
るホールなど、施設の顔として魅力ある空間
とします。 

会議や研修、生涯学習・サークル活動
などの多目的利用フロア 

２階

２階は、会議室を中心として、様々な利用目

的に対応できるよう、内装を工夫します。 

また、小規模展示スペースなどを設けます。 

展示スペース

会議室等 

原則として現在の労働会館の１階（ﾎｰﾙを除く）
から３階までを（仮称）川崎市民館、ホール及び
４階から５階までを労働会館とし、共通の受付事
務所を１階に配置します。 

コ
ア(

階
段
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
ト
イ
レ
等) 

ホール 

(762 人 

収容) 

ﾘﾊｰｻﾙ室 

労働 
会館 

（仮称）
川崎 
市民館 

相互利用する
ことで、施設
の有効利用を

図る 

【５階】健康学習室・
労働資料室 など

【４階】交流室・研
修室 など

【３階】実習室･和室
音楽室･料理室 など

【２階】会議室・視聴
覚室 など

【１階】 
ﾌﾘー ｽﾍﾟー ｽ･ｷﾞｬﾗﾘー
ｽﾍﾟー ｽ･体育室など

受
付

事
務
所

≪フロア構成イメージ≫ 

教養室 

３階 多様な活動に必要な設備等を備えた
教養室フロア 

３階は、多様な活動に必要な設備や機材等
を備えた教養室を中心に配置します。

展示スペース

教養室 
リハーサル室 

体育室 
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働く人などの連携・連帯のための 
会議・研修・交流フロア ４階

４階は、会議や研修等の学習機能と懇談会等
の交流機能をあわせた交流室・研修室等を設
置します。 

交流室・
研修室 

労働・産業に関する情報収集・
学習フロア

５階

５階は、健康学習室を配置します。また、労
働資料室については、これまでの利用状況等
を踏まえて、機能に見合ったスペースの最適
化を図り、より効果的な活用について検討を
行うほか、労働関連事務室の機能を設けます。

労働 
資料室

ア 安全性能の維持 
十分な安全性能を有した施設となるよう確認・検討します。 

イ ユニバーサルデザインへの配慮 
様々な利用者のニーズに対応できるよう検討します。 

ウ 設備機器の交換による長寿命化・高効率化の検討 
建物の長寿命化やランニングコストの低減を図るため、高効率化
を目指した設備機器の交換等について検討します。 

エ 明るく、利用しやすい施設に向けた内装の改修 
多様な用途に利用しやすい内装材や照明器具等への改修を検討
します。 

オ 飲食を含む物品販売の検討 
ニーズや採算性、限られたスペースの有効活用等を踏まえた上で、売
店等による物品販売形式を中心としたサービス提供を検討します。

カ 同一建物に設置されるメリットの活用方策の検討 
市民館と労働会館が一つの建物に設置されていることのメリッ
トを生かした運営方法や、施設の適切な活用について検討します。 

キ 市民が利用しやすい施設運営の検討 
利用者がわかりやすく使いやすい施設運営のあり方を検討します。

ク 災害時対応機能の検討 
災害時の機能を担うために必要な設備の導入について検討します。

今後のスケジュールと課題５

教
育
文
化
会
館
は

平
成
３
３
年
度
末
ま
で
利
用

平成31 (2019) 年度 

  基本計画 

平成 34 (2022)年度 

（仮称）川崎市民館・労働会館 

供用開始 

平成32 (2020) 年度 

  実施設計 

平成33 (2021) 年度 

   改修工事 

施
設
管
理
・
運
営
に
関
す
る
調
整

◆工事中の労働会館の運営方法は、利用者

への影響が最小限となるよう、工事内容

等を検討して決定します。

■整備スケジュール 

※平図面に入っている室名は現況のものであり、新たな配置計画を示すものではありません。 

■今後の課題 
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